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　９月２日 (火 )に開催されたフォーラムでは、東北中央自
動車道の早期全線開通のための整備促進、予算確保を国・関
係機関に要望する大会決議が採択されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【関連記事 P２】
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第
13
回
目
と
な
る
「
東
北
中
央
自

動
車
道
新
庄
・
湯
沢
間
建
設
促
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
今
年
も
オ
ン
ラ
イ

ン
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
９
月
２
日
（
火
）
湯
沢
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
約

１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
東
北
中
央
自
動
車
道
は
平
成
27
年

度
に
「
横
堀
道
路
」
及
び
「
新
庄

金
山
道
路
」
が
新
規
事
業
着
手
以

降
、
平
成
30
年
度
に
は
金
山
町
（
朴

山

－

飛
森
）
区
間
の
事
業
化
、
令
和

４
年
11
月
に
は
「
泉
田
道
路
」
が
開

通
さ
れ
る
な
ど
着
々
と
道
路
整
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。
交
流
人
口
の
増
加

に
よ
る
地
域
活
性
化
の
期
待
が
日
々

高
ま
っ
て
い
る
な
か
、「
横
堀
道
路
」

の
今
年
中
の
開
通
予
定
発
表
を
受

け
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
事
業
促
進
と

一
日
も
早
い
全
線
供
用
開
始
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
主
催
者
の
佐
藤
一
夫

湯
沢
市
長
（
秋
田
県
南
高
規
格
幹
線

道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
長
）
よ

り
「
交
通
機
能
を
は
じ
め
、
物
流
、

観
光
の
大
動
脈
と
し
て
の
機
能
、
災

害
に
お
け
る
代
替
機
能
な
ど
多
く
の

役
目
を
担
う
東
北
中
央
自
動
車
道
の

一
日
も
早
い
整
備
が
必
要
。
新
庄
・

湯
沢
地
域
間
に
お
い
て
は
「
横
堀
道

路
」
の
年
内
の
開
通
見
通
し
が
発
表

さ
れ
、
既
に
開
通
し
て
い
る
院
内
道

路
区
間
と
繋
が
る
こ
と
で
利
用
者
の

利
便
性
は
ま
す
ま
す
向
上
し
、
東
北

中
央
自
動
車
道
の
早
期
完
成
に
向
け

た
機
運
が
更
に
高
ま
る
も
の
と
確
信

し
て
い
る
。
残
り
の
未
開
通
３
区
間

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、整
備
促
進
、

早
期
完
成
を
求
め
る
活
動
を
展
開
し

て
い
く
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
湯
沢
商
工
会
議
所
和
賀

幸
雄
会
頭
よ
り
「
本
日
ご
講
演
い
た

だ
く
高
橋
講
師
に
お
会
い
す
る
た
め

７
月
に
石
川
県
七
尾
市
に
発
災
後
初

め
て
伺
っ
た
が
、
車
で
走
っ
て
い
る

と
車
体
が
跳
ね
る
よ
う
な
道
路
が
い

く
つ
も
あ
り
、
想
像
よ
り
遥
か
に
現

地
の
ダ
メ
ー
ジ
は
ひ
ど
い
と
感
じ

た
。
本
日
は
、
未
だ
に
復
旧
が
進
ま

な
い
被
災
地
の
状
況
や
道
路
に
つ
い

て
ご
講
話
い
た
だ
き
、
被
災
地
に
想

い
を
よ
せ
て
道
路
の
必
要
性
を
改
め

て
皆
様
と
一
緒
に
認
識
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
石
川
県
七
尾
市

議
会
議
員
の
高
橋
正
浩
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
、「
災
害
時
に
お
け
る
道

路
の
重
要
性
～
能
登
半
島
地
震
か
ら

の
学
び
～
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
高
橋
講
師
か
ら
は

能
登
半
島
地
震
の
被
害
状
況
や
日
本

商
工
会
議
所
青
年
部
の
地
震
発
生
後

の
取
り
組
み
、
発
災
直
後
と
そ
の
後

の
道
路
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
道
路
の
整

備
状
況
と
災
害
復
旧
に
は
大
き
な
関

連
が
あ
り
、
道
路
は
全
部
繋
が
っ
て

は
じ
め
て
本
当
の
役
割
を
発
揮
で
き

る
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
と
、
復

興
を
並
行
し
て
進
め
て
い
く
能
登
の

姿
は
、
日
本
全
国
の
地
方
の
未
来
の

姿
な
の
で
は
な
い
か
。
災
害
は
多
く

と
も
、
全
国
津
々
浦
々
自
然
と
文
化

に
恵
ま
れ
て
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
国
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
も
地
方
に
は

道
路
を
中
心
と
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ

が
必
要
。
皆
様
も
一
緒
に
手
を
と
り

あ
っ
て
早
期
開
通
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
逞
し
い
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　
ま
た
、
両
県
代
表
に
よ
る
道
路
に

関
す
る
意
見
発
表
で
は
、
山
形
県
側

か
ら
大
蔵
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

佐
竹
未
知
氏
、
秋
田
県
側
か
ら
は
湯

沢
商
工
会
議
所
青
年
部
直
前
会
長
の

若
狭
誠
一
朗
氏
か
ら
、
道
路
に
対
す

る
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
最
後
に
、佐
藤
英
司
金
山
町
長（
新

庄
・
湯
沢
地
域
間
高
規
格
幹
線
道
路

建
設
促
進
同
盟
会
会
長
）
が
読
み

上
げ
た
大
会
決
議
案
が
採
択
さ
れ
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
髙
久
実
行
委
員
長
は
、「
道
路
が

で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
問

題
、
課
題
が
解
決
す
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
一
日
も
早
い
全
線
開
通

を
目
指
し
て
地
域
全
体
で
活
動
し
、

次
世
代
に
良
い
地
域
を
残
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
。
今
後
と
も
全
線
開
通

に
向
け
て
し
っ
か
り
と
歩
み
を
進
め

て
い
く
」
と
述
べ
、
大
会
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

「早期完成を求める
活動を展開する」と
挨拶する佐藤湯沢市長

「一日も早い
全線開通へ」と
挨拶する和賀会頭

被災地の状況と
道路の重要性を
語る高橋正浩講師

　
東
北
中
央
自
動
車
道

　
　
新
庄
・
湯
沢
間
建
設
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
～
一
日
も
早
い
全
線
開
通
に
向
け
て
～
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9/16
（火）

当所のうごき

9/25
（木）

9/25
（木）

伝統に触れる、世界に１つだけの作品づくり

　秋田県商工会議所女性会連合会が主催する経営講習会が湯沢ロイヤルホテルを会場に行われ、県内６商

工会議所女性会員など計 29 名（うち湯沢から 11 名）が参加しました。

　湯沢が担当となった今回は、秋田県漆器工業協同組合の蒔絵振興会の皆様を講師に迎え「漆に触れる蒔

絵体験～世界に 1つだけの作品ができます～」と題し川連漆器のコースターづくりに挑戦しました。

　蒔絵は、下絵を参考にして筆で漆を塗り、それが乾かないうちに金粉や色粉を蒔いて装飾します。

　制作中は参加者同士で模様や色選びなど話合いながら、思い思いの作品づくりに取り組みました。なか

には、描いた植物の葉脈を細かく繊細に仕上げたり、塗りつぶしを工夫して日付や名前を入れてアレンジ

したりする参加者も見受けられ、個性豊かな作品となりました。

　作品が完成すると「同じ模様でも、色味や描き手が違うとそれぞれ違った味わいがある」「普段は伝統

技術に触れる機会が少ないので貴重な体験となった」など大満足の声が多数寄せられました。

秋田県商工会議所女性会連合会経営講習会（湯沢）

当
女
性
会
（
上
野
悦
子
会

長
）
に
よ
る
歓
迎
の
挨
拶

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
講
師

か
ら
指
導
を
受
け
る
会
員

自
分
だ
け
の
作
品
が
完
成

し
ま
し
た
！

　標記セミナーが当所会議室にて開催され、オン

ライン参加者を含めて計 12 名が参加しました。

講師には、株式会社ハニークリエイト代表・倉田

ともか氏をお迎えし、デザイン作成ツール「Canva」

について、具体的な活用事例を交えながら分かり

やすく解説いただきました。

　「Canva」は販促チラシ作成等に利用できる無料

のＩＴツールで、利用初心者でもスマホが操作で

きる人であればプロ並みのデザインが簡単に作成

できるとあって、参加者からは「すぐに業務に活

かせそう」との声が多く寄せられました。

制度改正等の課題解決環境整備事業

ＩＴツール活用による
　　　　デジタル化推進セミナー

手
軽
に
使
え
る
ツ
ー

ル
に
参
加
者
は
興
味

津
々
！

　雄平・湯沢地区商工会等女性部交流会が開催さ

れ、38 名（うち当会から６名）が参加しました。

　第１部は、湯沢市川連町の㈱佐藤商事を会場に、

川連漆器の魅力を深く知る「蒔絵体験」を行いま

した。川連漆器の歴史や魅力についてのお話を伺

いながら蒔絵の技法をご指導いただき、銘々皿に

桜やもみじの模様を描いて自分だけの作品を制作

しました。

　第２部は、湯沢市皆瀬のいち樹館で昼食交流会

を行いました。豊かな秋の味覚を堪能した後は、

全員で童謡「ふるさと」などを合唱して参加者同

士親睦を深め、和やかなひとときとなりました。

令和７年　雄平・湯沢地区商工会等女性部交流会

川連漆器 800 年の歴史に親しむ

繊
細
で
美
し
い
伝
統
の

技
法
を
体
験
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　　　湯沢市ＨＰ
「ゆざわイクボス応援団」

年収の壁確認＆対策セミナー
Chat GPT などの生成ＡＩをビジネス活用した

ＤＸ売上ＵＰセミナー

実際の活用事例を紹介しながら

ＡＩの最新情報を分かりやすく解説します。

日　時：令和７年 11月 25日（火）

　　　　午後１時 30 分～午後３時 30 分

場　所：当所会議室またはオンライン視聴

講　師：横田 秀珠 氏（特定社会保険労務士）

内　容：１.顧客分析しマーケティング導線を立案

　　　　２.ＳＮＳ販促スケジュールとコピー作成

　　　　３.ＳＥＯ対策に特化のブログ記事を生成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

申込み：同封チラシに必要事項をご記入のうえ

　　　　ＦＡＸ（73-2900）

　　　　または右記ＱＲから

　　　　お申込みください。

【お問い合わせ】

　　湯沢商工会議所　☎ 73-6111 お申し込みは
こちらから

改めて確認したい最新ポイントを

分かりやすく解説します。

日　時：令和７年 11月 12日（水）

　　　　午後１時 30 分～午後３時 30 分

場　所：当所会議室またはオンライン視聴

講　師：蔵中 一浩 氏（特定社会保険労務士）

内　容：１.今年度の税制改正に伴う新しい年収の壁

　　　　２.社会保険の壁の注意点と今後の改正点

　　　　３.社会保険加入のメリット・　デメリット

ほか

申込み：同封チラシに必要事項をご記入のうえ

　　　　ＦＡＸ（73-2900）

　　　　または右記ＱＲから

　　　　お申込みください。

【お問い合わせ】

　　湯沢商工会議所　☎ 73-6111 お申し込みは
こちらから

湯沢市版イクボス企業同盟「ゆざわイクボス応援団」を募集しています！

　湯沢市では、「働きがいのある、働きたいまち湯沢市」の実現を目指し、市内の事業所の皆様の力をお
借りしたいと考えています。
　そのために、「ゆざわイクボス応援団」を立ち上げました。この応援団は、部下のワーク・ライフ・バ
ランスを応援しながら、組織の成果も高めることができる上司、「イクボス」を市全体で増やしていくこ
とを目的としています。

参加するとどんなメリットがありますか？

「イクボス」が増えることで、組織の業績向上と、部下の方々の働きやすさ向上という、両方の良い変化
が生まれます。
また、応援団に加入いただいた事業所様の取り組みは、湯沢市公式ウェブサイトでご紹介させていただき
ます。

参加するにはどうすればいいですか？

以下の条件を満たしていれば、どなたでもご参加いただけます。
・湯沢市内に事業所がある企業や団体であること
・ワーク・ライフ・バランスを推進し、「イクボス行動宣言」をすること
・湯沢市公式ウェブサイトへの掲載に同意いただくこと

ご興味を持たれた方は、まず湯沢市公式ウェブサイトで詳細をご確認ください。

【お問い合わせ】　湯沢市まちづくり協働課 交流・未来づくり推進班 
　　　　　　　　　〒 012-8501 秋田県湯沢市佐竹町 1番 1号 　☎　56-8386
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令和７年度の税制改正では、「所得税の基礎控除及び給与所得の見直し」及び「特定親族特別控
除の創設」が行われております。関連の特設サイトも開設されておりますのでご活用ください。

国税庁からのお知らせ

　源泉所得税のキャッシュレス納付体験コーナーとは、e-Tax ソフト（WEB 版）と同様の画面操作を用いて、

　給与所得・退職所得等の所得税徴収高計算書（一般用及び納期特例用）及び報酬・料金等の所得税徴収

　高計算書について、作成・送信・キャッシュレス納付手続（ダイレクト納付・インターネットバンキング）

　の一連の流れを体験することができるツールです。

○所得税基礎控除の見直し等に関する特設サイト

https://www.nta.go.jp/users/gensen/2025kiso/index.htm

○年末調整がよくわかるページ

https://www.nta.go.jp/users/gensen/nencho/index.htm

○給与所得の源泉徴収票を e-Tax で提出すると従業員の方の確定申告がさらに簡単に !!

https://www.nta.go.jp/taxes/tetsuzuki/mynumberinfo/pdf/0025004-071.pdf

○源泉所得税の納付手続（キャッシュレス納付）

https://www.nta.go.jp/users/gensen/nencho/index/gensen_nouzei/cashless.htm

○源泉所得税のキャッシュレス納付体験コーナーを開設しました

21

ゆ
ざ
わ
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本社　湯沢市材木町二丁目１-８本社　湯沢市材木町二丁目１-８
Tel（0183)73-6177( 代 )　FAX（0183)73-8651
　　　　　　　　支店＝秋田・大曲・本庄・横手

新会長にインタビュー
女性会編

今春、青年部・女性会ともに役員改選があり、両部会とも正副会長の顔ぶれが新しくなり
ました。今月号では、前号の青年部に引き続き、女性会新会長に、現在の心境や部会事業
などについて伺います。

　　長い間、諸先輩方が積み上げて来られたものを継承しな
　　がらの会の運営は荷が重いのですが、基本的に「みんな
　　で作り上げていく」ということを忘れず、副会長のお二
　　人と事務局の方々、そして会員の方々と共に楽しみなが
　　ら素敵な会にしていきたいと思っております。

　
　

　

　

　

湯沢商工会議所　女性会
令和７年度会長

上野　悦子　氏
うえの えつこ

（株式会社ＴＡＫＡＳＥ　取締役総務部長）

◆新会長就任後の現在の心境

◆青年部・女性会に入会したきっかけ

◆実際に活動してみた感想や印象に残っている活動など

◆今年度の重点的な取り組みや目標

◆今後の事業展開

◆会長からのメッセージ

～岩野豪青年部会長、上野悦子女性会長、引き続きよろしくお願いいたします。～

　　商工会議所の親会に入ったことをきっかけに、その当時
　　の会長と事務局の方に勧められました。女性会は何をす
　　る会なのかよくわからないまま、入会いたしました（笑）

この会に入らなければ、会うこともお話しすることもな
かったであろう方々と知り合うことができ、いろいろ教
えていただきました。特に私は生まれ育った地域は違う
ので、湯沢のことをたくさん知れたことはよかったと思
います。また異業種の集団ですので、自分の仕事だけで
はない他の業種のことも情報として知ることができ、世
界が広がっていると思います。
いつも楽しく参加させていただいているので、大変だと
思ったことはありません。

　毎年輪番制で回っている「秋田県商工会議所女性会連合会」の経営講習会ですが、今年は湯沢が担当で
　した。少しでも湯沢のことを知ってもらいつつ興味を持ってもらえる内容を、と役員会で検討し、今回
　は湯沢の伝統工芸品である「川連漆器」に光を当て、一人ひとりに絵付け体験をしていただきました。
　それぞれ趣向を凝らした個性が光る作品が完成し、それをきっかけにさらに会話や交流が生まれ、盛会
　裏に終えることができました。
　また、仲間は一人でも多い方がいいので、会員拡大に注力したいと思っております。

　少人数ながらもとてもパワーを持った会員が多いのが自慢です。会費も現在年 4,000 円と決して高くな
　く、人脈が広がったり、思いがけない出会いがあったり、やったことがない事に挑戦できたりします。
　皆さん無理のない範囲で参加してもらい、楽しんでもらえていると思っています。ぜひ一度加入をご一
　考ください。また、こんな素敵な方がいるよ、という情報もお待ちしています。
　よろしくお願いいたします。

　いままで行われてきた事業を継続していくことと、新たな企画提案があった時には前向きに事業展開し
　ていきたいと思います。
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純 良 焼 酎

（新光）

会員紹介　VOL.45

～リユースびんで描く、持続可能な未来～～リユースびんで描く、持続可能な未来～

　　　　東北トップクラスのガラスびんリユース工場東北トップクラスのガラスびんリユース工場

★御社について教えてください
　当社は、秋田県湯沢市に一升びんなどのガラスびんを洗浄する自
　社工場を構え、年間約 450 万本を洗浄し、東北全体の約 7割とい
　う高いシェアを担っております。
　2021 年には「秋田県 SDGs パートナー」に認定され、資源循環型
　社会に貢献できる工場を目指しています。

★会社の沿革について教えてください
　1889 年（明治 22 年）、ビーカーや試験管などのガラス製品の取
　り扱いから事業をスタートしました。
　戦後には政府から牛乳びんの供給を受けたことを契機に、食品関
　連のガラスびん事業を開始。日本酒ブームが広がる中で、古くか
　らお付き合いのあった地元得意先からの要請を受け、1965 年（昭
　和 40 年）に湯沢市でびん洗浄工場を設立しました。
　以来、約 60 年にわたり、1.8L びんからワンカップまで幅広いリ
　ユースびんを洗浄し、蔵元や委託業者の皆様に安定してお届けし
　ています。

★取り扱い事業内容について教えてください
＜ガラスびん・コンテナの洗浄＞
　自治体などから回収されたびんを再利用するために洗浄・検査を
　行い、酒蔵をはじめとするお客様へ出荷しております。
＜その他＞
　ガラスびん、プラスチックボトル、パウチなどの包装資材を少量
　から購入できる EC サイト「マテリアルコレクション」を運営し
　ております。秋田工場では包装資材の配送手配も担っています。
　尚、ジャム 300ST・L-200 の広口壜(びん)は直接販売しております。

★お仕事をするうえで大切にしていることを教えてください
•・社員一人ひとりが自信と誇り、やりがいと生きがいを持ち、能
　　力を最大限に発揮できること。
•・長年蓄積された経験と実績を活かし、質の高いリユースびんを
　　提供し続けること。
•・SDGs の目標達成を意識し、資源循環型社会に貢献できる工場
　　であること。

ヤマトマテリアル株式会社
　秋田工場

代表者名：森川　智

工 場 長 ：伊藤　尚

住　　所：湯沢市山田字福島開 231-12

お問い合わせ先：0183-72-1121

事業内容：ガラスびんの洗浄

営業時間：8：20 ～ 17：00

定 休 日：土曜・日曜・祝日

Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.yamato-material.

　　　　　co.jp/container_packaging/

　　　　　washing-bottle

マテリアル
コレクション

秋田工場
紹介動画

秋田工場ＨＰ

最新機械を導入し精度の高い検査を行う

洗びん機で容器内部まで自動で確実に洗浄

★今後の意気込みやメッセージをお願いします
•・子どもの頃に廃品回収で集めたびんは、繰り返し使える大切な
　　資源。そのリユースを支える工場が湯沢市山田地区にあること
　　を、多くの方に知っていただきたいです。
•・若い世代が地元・湯沢に定着できるよう、魅力ある企業づくり
　　を進めて行きます。
•・ご興味のある方は、ぜひ工場見学にお越しください。お電話い
　　ただければ対応可能です。
•・また「マテリアルコレクション」をより多くの方に知っていた
　　だき、地元の皆さまにも身近にご利用いただけるよう努めます。
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当所行事予定

（令和 7年 10 月 16 日～ 11 月 15 日）

会員 1,046 事業所／特別会員 30 事業所

　10月 16日（木） 常議員会
15：00 ～　湯沢ロイヤルホテル

〃 会員大会
15：30 ～　湯沢ロイヤルホテル

　 18日（土） 起業創業塾③
10：00 ～　湯沢商工会議所

19日（日） 起業創業塾④
10：00 ～　湯沢商工会議所

　 24日（金） 価格転嫁対策セミナー
13：30 ～　湯沢商工会議所

　 〃 工業部会 視察研修・情報交換会
13：50 ～　湯沢市内

当所ＨＰからいつでも・どこでも・好きなだけ視
聴可能です。ＨＰ内の上記バナーをクリックまた
はＱＲコードからお進みください。　
　　(ＩＤ：k1036　ＰＷ：6111)

会費納入のお願い
　会員の皆様には、日頃より会議所事業につきまして、深いご理解・ご協
　力を賜り厚くお礼申し上げます。
　当所年会費の納期は 10 月末までとなっておりますのでよろしくお願い
　申し上げます。
　○納入のための書類（振込依頼書）を５月にお送りしております。当該
　　書類は、銀行振込、窓口ご持参どちらでもご利用頂けます。
　○銀行振込をされる方は、振込依頼書をご希望の金融機関にそのままお
　　持ち頂きますと、面倒な手間がかかりません。（但し、振込手数料が
　　かかります）
　○事務局に直接ご持参下さる方は、振込依頼書をお持ち頂きますと、お
　　待たせせずに納入手続きができますので、よろしくご協力お願い申し
　　上げます。
　　※集金をご希望の場合は事務局までご連絡下さい。

　　※今年度も、特定商工業者の方々にお願いしております負担金 (1,000 円 ) につ

　　　　きましても会費と一緒にご請求させて頂いております。該当されます事業所

　　　におかれましては、どうかご理解、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

　 31日（金） 臨時議員総会
17：00 ～　ゆざわ温泉

　11月 7日（金） 定例三役会議
10：00 ～　湯沢商工会議所

新会員のご紹介

　　　　　　　　　令和 7年 9月 24 日　常議員会承認

ゆぽっぷ

藤　川　弘　恵

湯沢市字荒町 6-1

菓子製造業

EAST　LOGIC（株）

阿　部　道　英

湯沢市裏門 2-4-20

立体駐車場保守点検・工事

（有）源之丞

菅　原　一　雄

湯沢市秋ノ宮字磯 65-1

建設業

小規模事業者経営改善資金

マル経融資
　○無担保・無保証人で最大 2,000 万円の融資

　○運転資金７年以内、設備資金 10 年以内

　○年利率　２.００％（令和７年 10 月１日現在）

　　　※当所の審査会を経て、日本政策金融公庫が

　　　　　　融資を行う国の制度です。

　　　　※詳細は当所 (☎ 73-6111) まで

　　　　お問合せ下さい。
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